
「尾母小中学校の浜踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 徳之島町立尾母小中学校 

２．学年・人数 全校児童５人・生徒２人 計７人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年９月20日（土） 校庭・体育館 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年９月28日（日） 校庭 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

町指定民俗文化財（無形民俗）浜踊り（はまおどり）  

⑵ 由 来 

浜踊りは稲作収穫を祝う感謝祭として神に祈りを捧げたのが始まりで，

徳之島で最も古い踊りとされている。男女の掛け合い歌から始まり，演舞

の歌のテンポが次第に速まり，踊れなくなった瞬間にクライマックスを迎

えて終わる。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

体育大会前には地域の方に指導を依頼し，伝統的な取組を支えて

いただいている。新入生には上級生が教える時間を設け，技術や方

法を自然に伝承できるよう工夫している。子供たちは互いに学び合

い，伝統を受け継ぐ力を育んでいる。体育大会当日にも，地域の方を講

師に迎え，浜踊りの踊り方を丁寧に指導していただいた。その後，来校者全

員が一体となって踊りに参加し，会場は大きな盛り上がりを見せ，伝統を共

有する貴重な場となった。 

 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【教員】 

・ 浜踊りに対して，児童生徒，職員，保護者，地域の方々すべてが「決し

て絶やしてはならない」という強い思いを共有しており，伝統を守り継ぐ

姿勢が力強く感じられる。 

 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

 体育大会での浜踊り披露       


